
内
閣
府
は
科
学
技
術
基
本
法
に
基
づ
き
５
年
ご
と

に
策
定
さ
れ
て
い
る
「
科
学
技
術
基
本
計
画
」
の
も

と
、
政
府
全
体
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策

の
方
針
決
定
や
各
府
省
の
事
業
の
連
携
調
整
を
行
っ

て
い
る
。
２
０
１
６
年
１
月
２２
日
に
策
定
さ
れ
た

「
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、「Soci-

ety
5.0

」
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
た
。
こ
の
基
本
計
画

の
年
次
計
画
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
「
統
合
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」（
２
０
１
９
年
６
月
閣
議
決
定
）

で
は
、Society

5.0

の
社
会
実
装
を
１
つ
の
柱
、
そ

の
手
段
と
し
て
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を
掲
げ
て

い
る
。

近
年
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
事
例
づ
く
り

を
推
進
す
る
事
業
が
全
国
各
地
で
数
多
く
進
め
ら
れ

て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
経
済
産
業
省
が

手
が
け
た
「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
実
証
事
業
」

や
、
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
が
所
管
す
る

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
は
み
な
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
進
技
術
を
使
っ

て
地
域
の
課
題
解
決
を
行
う
」
と
い
う
点
で
共
通
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
政
府
が
主
導
す
る
事

業
は
、
事
業
終
了
後
の
自
律
的
・
持
続
的
な
発
展
を

ど
の
よ
う
に
図
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
２
０
１
９
年
３
月
、

官
房
長
官
の
も
と
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
統
合
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会
議
」
に
お
い
て
、
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
事
業
に
関
す
る
国
の
基
本
方
針（
�
ビ
ジ

ョ
ン
の
明
確
化
、
�
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
全
体

俯
瞰
、
�
相
互
運
用
性
の
確
保
、
�
拡
張
性
の
確
保
、

�
組
織
・
体
制
の
整
備
）が
合
意
さ
れ
、
今
後
関
係

府
省
が
連
携
し
て
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
具
体
的
な
施
策
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

産
学
官
民
の
連
携
の
場
の
整
備

２
０
１
９
年
８
月
に
合
計
４
５
９
の
自
治
体
・
企

業
・
研
究
機
関
な
ど
を
会
員
と
す
る
「
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」が
４
府
省（
内

閣
府
・
総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
）の

共
同
で
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
関
係
府
省
の
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連
の
代
表
的
な
６
つ
の
事

業
に
採
択
さ
れ
た
企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
、
地
方

公
共
団
体
等
が
参
加
し
て
い
る
。
具
体
的
な
事
業
お

よ
び
採
択
事
業
数
と
し
て
は
、
総
務
省
の
「
デ
ー
タ

利
活
用
型
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業（
１３
事
業
）」

や
、
国
土
交
通
省
の
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事

業（
７１
事
業
）」「
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推
進
事

業（
１９
事
業
）」、
経
済
産
業
省
に
よ
る
「
パ
イ
ロ
ッ

ト
地
域
分
析
事
業（
１３
事
業
）」、
内
閣
府
地
方
創
生

推
進
事
務
局
の
「
近
未
来
技
術
等
社
会
実
装
事
業

（
２２
事
業
）」、
そ
し
て
内
閣
府
「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
構
築
・
実
証
事
業（
１６
事
業
）」
で
あ
る
。

８
月
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
立
以
来
、
上
記
事

業
を
一
元
的
に
参
照
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
注
）
を
作

成
・
公
開
し
た
。
ま
た
、
関
係
府
省
が
個
別
事
業
に

対
す
る
実
装
支
援
を
行
っ
た
り
、
会
員
間
で
共
通
的

な
課
題
の
検
討
・
対
策
を
行
う
「
分
科
会
」
を
編
成

し
た
り
し
て
い
る
。
今
後
は
、
情
報
交
換
や
自
治
体

と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
展
開
し
て
い
く
計
画
で

あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
軸
に
、
官
民
が

一
体
と
な
っ
て
全
国
各
地
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取

り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

吉
川
和
身

よ
し
か
わ

か
ず
み

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

内
閣
府
政
策
統
括
官（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
担
当
）付

参
事
官（
統
合
戦
略
担
当
）付
企
画
官

（注）詳細は、http://www.mlit.go.jp/scpf/参照
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オンデマンド
配車

交通、エネルギー、インフラ、防災、物流、観光、健康・医療、金融等の多様なデータの
連携により、さまざまなサービスを展開し、スマートシティを実現

�バイタルデータ
�高精度測位データ

�ダイナミックマップ
�高精度測位データ

中山間地域

遠隔医療
サービス

健康促進

�電力使用量
�地域の気象

電力使用
量見える化

見守り
サービス

ラストワンマイル輸送

�スマートメータデータ
�需要予測データ

�購買履歴
�決済データ

キャッシュレス

�BIM、CIMデータ
�高精度測位データ

�店舗データ
�決済データ

�個人ID
�与信情報

インフラ
維持管理
効率化

�レセプトデータ
�診療データ

物流効率化

自動受発注

�利用履歴データ
�管理・劣化データ

�交通利用データ
�決済データ

�ダイナミックマップ
�高精度測位データ

中心市街地

地域生活圏

デ
ー
タ
連
携
の
円
滑
化
に
向
け
た

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
構
築

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
と
は
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
俯
瞰

す
る
設
計
図
の
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
が
提
唱
す
る

Industry
4.0

に
お
い
て
も
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
活

用
し
、
各
企
業
の
デ
ー
タ
や
シ
ス
テ
ム
を
個
別
機
能
、

ル
ー
ル
、
デ
ー
タ
、
ア
セ
ッ
ト
な
ど
の
構
成
要
素
に

分
解
し
、
関
係
性
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
関
係
者
間

の
相
互
理
解
を
円
滑
に
進
め
て
い
る
。
共
通
の
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
相
互
に
連
携
・

協
調
可
能
な
シ
ス
テ
ム
設
計
や
技
術
開
発
な
ど
を
合

理
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
閣
府
は
Ｓ
Ｉ
Ｐ（
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
お
い
て
デ
ー
タ
連
携
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
交
通
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
イ
ン
フ

ラ
、
防
災
、
物
流
、
観
光
、
健
康
・
医
療
、
金
融
等

の
多
様
な
デ
ー
タ
の
連
携
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
１
期（
２
０
１
４
〜
２
０
１

８
年
）に
お
い
て
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
防

災
、
農
業
な
ど
、
分
野
ご
と
に
デ
ー
タ
基

盤
を
つ
く
り
、
自
動
運
転
の
基
盤
と
な
る

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
ッ
プ（
工
事
、
渋
滞
な
ど
の
情
報

を
紐
づ
け
た
高
精
度
３
次
元
地
図
）の
整
備
や
、
平

常
時
・
災
害
時
を
越
え
た
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る
基
盤

的
防
災
情
報
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
４
Ｄ
」

の
実
用
化
な
ど
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。

Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
２
期（
２
０
１
８
〜
２
０
２
２
年
）で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
デ
ー
タ
が
つ
な
が
る
分
野
間
デ

ー
タ
連
携
基
盤
の
整
備
を
開
始
し
、
２
０
２
２
年
度

ま
で
に
本
格
稼
働
さ
せ
る
べ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行

し
て
い
る
。
２
０
１
９
年
度
に
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
分
野
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
分
野
、
地
理
系
分
野

の
３
分
野
に
お
け
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
構
築
を
進
め

て
い
る
。
関
係
府
省
が
連
携
し
て
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
検
討
会
議
」
を
発
足
し
、
政
府

事
業
の
基
盤
を
一
体
化
し
、
相
互
運
用
性
や
機
能
の

拡
張
性
を
確
保
す
る
た
め
の
共
通

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
構
築
を
進
め

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ

り
、
今
後
は
各
府
省
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
事
業
を
共
通
の
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
の
も
と
で
構
築
す
る
こ
と

で
、
都
市
の
デ
ー
タ
を
互
い
に
参

照
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
企
業
、

大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
参
画
で
き
る
よ

う
な
拡
張
性
を
確
保
す
る
。
ま
た
、

ベ
ン
ダ
ー
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
自
治
体
や
地
方
の
大
学
、
産

業
界
、
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
地
域
課
題
の
解
決
に
参
画
す

る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。

図表１ 多様なデータの連携

意
味
軸

図表２ Society 5.0リファレンスアーキテクチャ
すべての関係者が共通の見方・理解を深め、相互に連携・協調可能な
技術開発や標準化等を合理的に進めるためのフレームワーク

分
野
等

データ連携 データ収集、データ統合
データクレンジング、IoTデバイス管理等

戦略・政策 ビジョン、スコープ等

ルール 法律、規則等

組織 実施機関、協議会、運営組織等

ビジネス サービス、ソリューション、規約・契約
エコシステム、実証試験等

機能 サービス、ソリューションを実現する
ための個別機能等

データ データセット、語彙・コード、
データカタログ等

アセット センサー、アクチュエーター
ハードウエア、ネットワーク等

時間軸・空間軸

セ
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ィ
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・
認
証

都市のデジタルトランスフォーメーション
―スマートシティの現状と展望
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